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１．平成２８年北秋田市議会１２月定例会について 

 

本日、平成２８年北秋田市議会１２月定例会を１２月１日に招集することといたし

ました。 

今定例会には、「北秋田市市税条例等の一部を改正する条例の制定について」をは

じめとする条例案が１１件、補正予算案が１６件、「北秋田市打当温泉マタギの湯の

指定管理者の指定について」などの単行議案が６件、報告３件の計３６件の提案を行

うことといたしております。 

概要につきましては、本日行われました議会運営委員会において総務部長から説明

をさせておりますが、特に一般会計補正予算案について説明させて頂きますと、既定

の予算額に２億２千９８３万９千円を追加して、総額を２５４億６千９９８万７千円

とすることとしたものであります。 

歳出の主なものといたしましては、 

 

○秋田北鷹高等学校 女子全国高等学校駅伝競走大会出場補助金として、 

            100 万円  

 

○北秋田市おもてなし宿泊支援事業補助金として、     

                    1,000 万円  

 

○森吉県立自然公園施設等整備費負担金として、      

                                1,284 万円  

 

○公立フリースクールを核とした移住定住促進事業として、   

                      687 万 9 千円  

 

○北秋田市民ふれあいプラザ「コムコム」利用者活動支援事業として、 

                105 万 1 千円  

 

 

などを計上しております。 



 

 

２．辻堂駅１００周年記念イベントへの参加について 

 

 １１月２７日（日）、神奈川県藤沢市のＪＲ東海道線辻堂駅開設１００周年を祝う

記念イベントに浜辺の歌音楽館少年少女合唱団が出演します。 

 ＪＲ辻堂駅に程近い辻堂海岸は、「浜辺の歌」の作詞者である「林古渓」が幼少期

に訪れ、「浜辺の歌」の歌詞の原風景となった場所と言われておりまして、今年開設

１００周年を迎える辻堂駅の発車ベルを「浜辺の歌」にしようという地元の方々の署

名活動により、ちょうど１００年目となります１２月１日の始発電車より使用される

ことが決まっています。 

 「浜辺の歌」のメロディーといえば、秋田内陸縦貫鉄道の米内沢駅の到着予告音に

も使われていますが、郷土の誇る作曲家「成田為三先生」の代表曲が遠い湘南の地で

流れることは、大変嬉しく、そして、誇らしく感じているところであります。 

 今回、この「浜辺の歌」を縁として、「１００周年を祝う記念イベントに作曲者成

田先生の出身地から合唱団を」という声があり、長く藤沢市に暮らし、故郷秋田と藤

沢市の交流に尽力されている男鹿市在住の「加藤真一さん」という方の橋渡しにより、

少年少女合唱団が出演することになったものです。 

当日は、午前１１時より「浜辺の歌コンチェルト」と題して、成田先生の代表作「か

なりや」や「赤い鳥小鳥」、「秋田県民歌」などを披露するとともに、藤沢市の「すず

かけ児童合唱団」との「浜辺の歌」合同合唱を行う予定となっておりますほか、私も

現地でお祝いの挨拶を行いますことから、先生の作品や出身地であります北秋田市を

大いにアピールしてまいりたいと考えております。 

 



 

 

３．市街地循環バス実証運行について 

 

広報１１月号でもお知らせしておりますが、中心市街地における新たな公共交通需

要や路線の妥当性などを調査するため、市街地循環バスの実証運行を１２月１日から

２８日までの約１ヶ月間実施いたします。 

運行経路は配付のチラシのとおりですが、北秋田市民ふれあいプラザ「コムコム」

を起点として、鷹巣地区の主要な商業施設、医療施設、駅や公共施設などを経由し、

終点のコムコムまで、一周約１０キロ、３０分程度のコースとなっています。 

運行便数は１０時から１５時までの１時間おきに１日６便を運行し、運賃につきま

しては、大人一回１６０円としております。 

 運行期間中はアンケート調査をはじめ市民の皆様から様々なご意見をいただき、利

用者の皆様のニーズや運行内容の不具合などを検証しながら、本格運行の実現が可能

かどうか検討してまいりたいと考えておりますので、ご協力をよろしくお願いします。 

  


